
142 NOAAの研究所に滞在して

写真2　SELDAS会話形式ディスプレイ．

Environment　Services　Center（SESC）があるが，SE－

LDASはこれの心臓部をなすものである（写真2，3
参照）．

　ところで，SELDASは，いわゆる研究者にはあまり

利用されていない．惑星間空間パラメータを用いて観測

データを比較するというのがふつうの研究方法なので，

それらのパラメータが出版されるまでの2～3ヵ月間

は，オンライン・データは意味がないというのが一般的

だからである．いわば，SELDASは“サービス”であ

る．そして，ある若いPh．D．physisistが，こんなサ

ービスにカネを使うのは馬鹿らしいと言ったことがあ

る．若い研究者の思い上がり的発想と，彼より数等上の

学者であるWilliamsの深い洞察力との対比が，官庁に

おける（あるいはこれからの世の）研究のあり方を浮き

ぼりにしているのではないかと感じられたのである．

写真3　sELDAs　sMs／sEM記録計．

　あとがき

　わずか1年足らずの外国生活で，その国がよく解ると

いったことはあり得ない．あくまで個人的に感じた事を

書いたので，見当はずれなこともあろうと思う．

　アメリカは広く人種や考えも種々雑多である．われわ

れの感覚ではとまどうことが多い反面，日本製品があふ

れ，仕事の具体的な話になると，誰も似たような所で失

敗したり，前進したりしている場合も多い．近いようで

遠いようでといった感じが残っている．
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